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研究（実用化）開発のポイント・先進性

株式会社岩谷技研　福島県いわき市植田町中央１丁目４－１　☎0246-88-6191（担当：岩谷圭介）Mail：info@iwaya.biz

株式会社岩谷技研　
代表取締役　岩谷圭介

　高層大気は活用されていな
い地球資源です。この高度は

気球によって拓かれます。気球を活用し、
私たちを見守る空の目を実現できます。
　さらに、宇宙に近い高層大気を活用し、
宇宙開発へ実験場を提供し、持続可能な
宇宙開発を実現します。
　私たちは気球を活用し新しい未来を作
ります。

　高高度気球に搭載した高解像度セン
サにより 8Kの解像度の詳細地形デー
タの取得を試験的に成功しました。こ
の地形データを、国内外 2社へデー
タ解析の試験のため提供しています。
　ドローン開発は飛翔実験を実施し、
2020 年度から段階的に高度を上げ切
離し実験を実施します。

　2019 年度にいわき市内に研究所を
設けました。2020 年度までに 6 人、
2021 年までに 16 人の新規雇用を予
定しています。
　本開発期間終了後より研究成果を
用いたデータ取得サービスを行い、
2022 年度には 1 億 7 千万、2023 年
度には 3億 2 千万円の売上を目指し
ます。

　要素技術は、大型の高高度気球と、高高度ドローンの運用技
術です。いずれも高高度であるため、非常に広い視野を得るこ
とができます。気球は地球大気により飛行が制限されるが、ド
ローンと組み合わせることにより、飛びたい場所、情報を取得
したい場所へ移動し、必要なミッションを行うことを目的とし
た技術開発です。
　重量15kg以下の小型気球はスペースバルーンと呼ばれ、世
界的にホビー的に運用されていますが、運べる重量が小さく
ミッションに限りがあります。弊社は100kgまで運用可能な大
型気球を開発し、より複雑なミッション、より詳細なデータ取
得を可能とします。空気が薄く航空機が飛翔できない高高度へ
大型気球を用いてドローンを運び、そこから切離して飛行させ

ることで、自由落下により速度を生み、低密度の空気中であっ
ても飛行可能な成層圏ドローンの開発も行うことで、機動的で
柔軟な運用が可能なドローン開発も行います。
　飛行機が飛ぶことができない成層圏を用いた研究開発は、近
年脚光を浴びつつあり、海外では多数の大型気球を用いた恒常
的全地球ネットワークの構築実験や、国内でも通信大手企業に
よるソーラープレーンによる恒常的な通信ネットワークインフ
ラ構築の実証実験が行われています。弊社開発気球やドローン
はこれらとは異なり、一時運用に焦点を当てています。突発的
な災害や、測量の必要性が生まれた際に、必要な機材を柔軟に
変更し、目的とするデータ取得を可能とする装置開発です。

　2019 年に高高度気球に搭載した 8Kの高解像度センサを
用い、高度 25000mより地表データ取得を行いました。こ
れにより得られたデータは人工衛星に比べ 10000 倍程度高
解像度でありながら、広域をカバーしたものでありました。
今後は災害後調査が可能なよう、さらなる改良を行います。

　最終目標は、ボタン１つで気球飛翔を行い、自動で広域
調査を行い、データを転送する装置です。これが完成すれば、
大規模災害時に状況把握や救助計画を迅速に策定可能にな
り、多くの人命を助けることができます。開発期間完了ま
でに、気球と自動飛行できるドローン部分を実現します。

実施期間
▼

2019年度～2021年度

実用化開発場所
▼

いわき市

2019年度開始
2019年  S-booster　
審査員特別賞

大林組賞
（内閣府　JAXA）

2018 年 アントレ プ
レナーオブザイヤー
2018 東北大会スター
トアップ部門最優秀賞

2018 年 アント
レプレナーオブ
ザイヤー２０１８
審 査 員 特 別 賞

高高度を飛翔可能な気球を用い、広範囲の測量や情報収集、通信などを実現します。
また、高高度気球からのドローン分離を実現し、そのドローンにより、より機動的な
情報収集等を実現します。防災災害時等における広範囲の情報収集を見込みます。ま
た、高高度を生かし、宇宙実験や宇宙開発のプラットフォームの実用化を行います。

自律化した高高度気球とドローンを
組み合わせ広域調査を可能に

ロボット高高度気球と成層圏ドローンの実用化開発

株式会社岩谷技研
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㈱ eロボティクス福島　福島県南相馬市原町区牛来字東谷地223番１　☎080-6028-6070（担当 : 代表取締役　山城雅昭）Mail：Yama-m@river.ocn.ne.jp
㈱東日本計算センター　福島県いわき市平字研町２　☎0246-37-0575（担当 :執行役員 R&Dセンター長　中野修三）Mail：s-nakano@eac-inc.co.jp

　浜通りで開発した隊列飛行による気象
及び環境情報取得システムは、国内で初
めての事業であることから、県内はもち
ろんのこと全国の市場に事業展開してい
きたいと思います。

株式会社
eロボティクス福島
代表取締役　
山城雅昭

株式会社
東日本計算センター
執行役員　
中野修三

　2年間の実用化開発を通して、①高
高度 2,000m の単機飛行、②低高度
100mでの 27機による 3次元隊列飛
行、③高高度 1,200m での 8 機によ
る 3次元隊列飛行を達成しました。
高高度 3次元隊列飛行システムの開
発を通して、飛行経路自動生成アルゴ
リズムの開発、長距離・多数機・早い
周期の通信、長距離映像伝送等の技術
開発を行いました。

　本システムは、これまでにない気象
観測ができるものであり、気象関連業
界の方も大いに関心を持ってくれてい
ます。今後具体的な案件獲得を目指し、
事業化につなげていくことで、浜通り
における産業復興の一翼を担えれば、
地元の雇用などに貢献します。

(1)　要素技術
　a)　 機能：ドローンによる水平方向・垂直方向それぞれ

500m～1,000m間隔、最高高度1,500mで、3次元空
間情報(気象データ・環境データなど)を収集する隊列
飛行システム。

　b)　 利用用途：気象観測、風況調査、広域空撮／点検、災
害対応など。

　c)　商品形態：
　　①　 顧客の要望に合わせたエリアと最適なフォーメーショ

ン(線・面・立体 )で、観測項目に沿った機体数の隊
列飛行システムの提供。

　　②　 隊列飛行システムの運用による3次元空間情報の収
集データの提供。

　　③　 収集されたデータの分析結果の提供。
　d)　 新規性・独創性：現在は点によるデータ収集であったも

のを、3次元空間での同時多点観測が可能となる。
(2)　システムの位置付け
　a)　 利用用途の多様性：気象観測はもとより、火山噴火ガス

や工場爆発での有害ガスなど災害・事故発生時の異常環
境データ測定、およびドローンを利用した物流、空撮な
ど多様な用途に活用できる。

　b)　 市場開拓：すでに展示会への出展などを行い、多くの来
訪者に関心を持ってもらっている。また個別に大学・企業・
団体等への訪問も行っている。

(3)　開発期間中に直面した課題と対策
　 　 　機体と気象観測装置間の干渉によるものと思われる動

作不良や、機体と機材間の影響による不具合などが発生
したが、電源の取り方を考慮するなどの対策を行った結果、
すべての問題点は対策できた。

　対地高度1500mで3フォーメーション（線状・面状・立体）
による安定した自動隊列飛行制御システム及び気象情報他
3次元空間情報をリアルタイムに一括収集・表示するアプ
リケーションの開発を行います。

　高度1,000m～2,000m付近の気象データ鉛直方向分布の
解析が、異常気象発生メカニズムの解明や予測精度の向上に
つながるとされています。従来からラジオゾンデによる観測
が行われていますが、風により観測位置が流されてしまったり、
同一時間での計測ができないことが課題となっていました。

実施期間
▼

2018年度～2019年度

実用化開発場所
▼

南相馬市、いわき市

2018年度開始

ドローン型ロボットを自動制御で高高度 3 次元隊列飛行をさせて、これらのドローン
型ロボットに搭載した各種計測装置により、メソスケール気象などの従来は容易に取
得することが出来なかった 3 次元空間情報をリアルタイムに一括収集する画期的なシ
ステムの開発を行います。

3次元空間情報は、気象・環境測定及び防
災・減災対策の向上など多面に活用

高高度隊列飛行による三次元メソスケール空間情報収集ドロー
ン型ロボットの開発

㍿ eロボティクス福島、㍿東日本計算センター
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